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１．概要（Summary） 

生体分子の観察に原子間力顕微鏡(AFM)が利用され

ることが多くなってきている。しかし、観察には基板上に固

定化する必要がある。このとき基板側には原子レベルで

平たんな面が要求される。研究利用で多い基板としては、

シリコン、グラファイト、マイカ、金など利用されている。 

本研究はアテローム性動脈硬化の引き金になるとして

知られている低比重リポタンパク質(LDL)の酸化状態の

評価を一粒子レベルで AFM を用いて硬さなどを評価し

て、その分布の変化を研究している。LDL の粒子径は約

25 nm であるため、その物理特性の分布を測定する上で

は LDL を効率よく吸着させる構造(ステップの数や大きさ

など)と広い平たん性がある基板が求められる。金基板は

他の基板と比較してLDLの吸着が大きいため、本研究で

はマイカ基板上にエピタキシャル成長させた Au(111)薄

膜を作製した。さらに、Au(111)薄膜の平坦性やステップ

およびテラス構造を制御する目的として真空中熱処理や

水素中熱処理をおこない、LDL などの吸着性を検討し

た。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

EB 加熱・抵抗加熱蒸着装置（AV096-000）；ナノカー

ボン成長炉 Easy Tube System 

【実験方法】 

Au(111)薄膜は劈開したマイカ基板上に抵抗加熱蒸着

法によりエピタキシャル成長させた。蒸着は 500℃の基板

温度、0.1〜0.5 nm/s のレートで行ない、膜厚は 100 nm

とした。さらに平坦化および膜質向上のため水素雰囲気

中で 500℃の熱処理をおこなった。 

作製した金基板を PBS(リン酸緩衝溶液 pH7.4)に浸し

室温で AFM により形状を観察した。また、血清から分画

した LDL(分画方法は文献参照、濃度 0.1 mg/ml )を基

板に滴下して室温で 5 分静置した後、PBS で洗浄した後

にリポタンパク質の形状を測定した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した金基板を AFM で観察したときに得られたトポ

グラフィー像および LDL を吸着したときに得られたトポグ

ラフィー像を示した。Fig. 1 の a) と b)を比較すると、20

～30 nm の小さい粒子が金表面の平たんな領域に主に

吸着していることが分かる。これらは LDL であると考えら

れる。しかし、固定化前の金のトポ像より金(111)面のステ

ップに 20～50 nm の粒子が存在していることが分かり、こ

れらは作製時の段階で生成している。大きさが LDL と近

いことよりこれらの構造が生成しない条件が必要になると

考えられる。 
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Fig. 1 Topography of Au on mica before (a) and after (b) immobilization of low density 


